平成　　　年　　　月　　　日

お願い

東京都議会議員　　　　　　　　  殿


住所　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　印

2011年12月9日に始まった東京電力管内の原子力発電所の稼動に関する東京都民投票条例の制定を求める署名活動は、直接請求成立に必要な21万4300筆を超える34万6800筆を集め、5月10日に本請求の見込みとなりました。

欧米の流れを見ても、住民投票は現在の議会制民主制を補完するものという考え方が主流であり、特に数世代に渡りその生命・財産に影響を及ぼすエネルギー問題こそ、その対象になるべきテーマだと考えます。
経費や手間がかかる等を理由とした否定的な考えもあります。しかし住民投票は傾向を計る世論調査ではなく、都民投票の実施に向け、都民一人一人が開示される各種情報を学び、意見を聞き、考え、そして決断することで、成熟した民主主義社会に向かう第一歩となると確信しています。
ぜひ、この34万6800人の東京都民の気持ちを無にすることなく都民投票の実施の英断を下されることを願ってやみません。
